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国家プロジェクトとしての研究開発のゴールは？

人類の発展のために（国際貢献）

成果の非差別的（無償で？）供与

ナショナルセキュリティ（国防）

成果の囲い込み・非開示

産業育成（国力強化）

成果の国際標準化・市場獲得

• デジュール標準（国際： ITU, ISO, IEC, IEEEなど）
（地域： ATIS, ETSI, TTC, ARIB, 

TTA, CCSAなど）

• フォーラム標準（3GPP, 3GPP2, MPEG, IETFなど）

• デファクト標準（WinTel, VHS, Blu-ray Disc, FeliCaなど）
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研究開発における産学官活動の現状(1)
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研究開発における産学官活動の現状(2)
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技術パラダイムの変遷(1)
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技術パラダイムの変遷(2)
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技術パラダイムの変遷(3)
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技術パラダイムの変遷(4)

ソフトウエアモデル

’70s
’90s ？

バッチ処理/
ダム端末

’00s

クライアント-
サーバ

Web API
マッシュアップ

’10s



2009/10/20 © Copyright 2009 Hideo Okinaka, All Rights Reserved. 9

ICT分野の研究開発で”官“に期待される役割

ビジネスモデルが明確でない研究開発領域への
“民”の資金・人材投下は十分とはいえず、“官”によ
る重点的な支援が必要ではないか。

国際標準としてのシステム化は国際協調・IPRの分

散が趨勢。日の丸システム開発ではなく、国際シス
テムの必須要素となる要素技術の研究開発への
“官”の支援が、国際競争力強化に有効ではないか。

技術パラダイムシフトが繰り返されている歴史に学
び、“学”の持つ非ICT系技術者を巻き込む
multidisciplinaryな研究開発領域への重点的な支

援と、その領域の国際的なエコシステム作りへの政
策的・資金的支援が必要ではないか。
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喫緊の研究分野(例)： Green Earthに向けて
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